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はじめに 

2015年7月14日、イラクのバグダード市内で、ある「国葬」が執り行われた。報道映

像と写真を見る限り、参列者は数百名程度とやや少なめであるが、納棺された遺体を

運ぶ車が二転三転した後、実際に葬列が動き出したときには、遺影を掲げた儀仗警

官に先導され行進する警察音楽隊は、赤白黒のイラク国旗、白と緑のバドル組織

（Munadhdhamat Badr）旗、赤の対「イスラーム国」人民動員隊（al-Hashd ash-Sha‘bi）旗

という三種の旗を掲げていた。その後に続く大型の警察車両の荷台に結びつけられ

た納棺のすぐ後ろには、黄色の「カターイブ・サイイドゥ・シュハダー」旗を掲げた迷彩

服を着た民兵が並び、その後を徒歩で追う葬列の中には、2012 年 3 月に分離するま

で長らくバドル組織の上部組織であったイラク・イスラーム最高評議会のアンマール・

ハキーム議長、かつて「バドル軍」の司令官を務め、現在は自らのジハード組織（「カ

ターイブ・サイイドゥ・シュハダー」）を率い、人民動員隊の司令官代理（あるいは作戦

司令官）ともいわれるアブー・マフディー・ムハンディス、バハーゥ・アアラジー（当時副

首相、サドル派国会議員）も含まれていた1。だが、その中心を占めていたのは、何と

いっても、その両脇をハーディー・アーミリー前運輸相（バドル組織指導者）とカースィ

ム・アアラジー議員（国会バドル会派会長）に挟まれて歩むヌーリー・マーリキー前首

相（当時副大統領）であった2。四種の旗が掲げられているのもそうであるが、本当の

国葬であれば参列していてしかるべき首相と国防相や国軍幹部の姿が見られなかっ

たのも、内部対立が目立つイラク政府の現状を物語るものであった3。 

埋葬されたのは、シーア派「政党」（兼民兵組織）バドル組織第10旅団長のアブー・

ムンタダル・ムハンマダーウィー司令官であった。ムハンマダーウィーは、その前日に

イラク政府が開始を宣言したアンバール県ファッルージャ解放作戦を、人民動員隊の

現地作戦司令官として指揮していた。ファッルージャ郊外のサクラウィーヤでの作戦
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開始直後に負傷しながら現場に留まり指揮を続け、「殉教」するにいたったという。彼と

共に、アブー・ハビーブ・サキーニー（バドル組織第 4 旅団長）およびアブー・サルハ

ーン・サビーハウィー（第4旅団作戦司令官）も戦死している4。つまり、シーア派民兵と

義勇兵を中心とするイラク政府の対「イスラーム国」掃討作戦が、聖廟都市サーマッラ

ー防衛およびティクリート解放などバクダード北部のサラーハッディーン県で一定の

成功を収めた後、二カ月半の準備期間を経て、シーア派民兵が中心の人民動員隊に

とっては鬼門ともいえるアンバール県における失地回復と対「イスラーム国」掃討作戦

に（正式に）乗り出した初日に、その現地司令官が二人の副官と共に戦死するという暗

黒の幕開けとなったことを意味していた。 

その初七日に当たる 7 月 21 日、今度は隣国イランで、イラク難民が多数住むテヘ

ラン市南部（シャフル・レイ）のドウラトアーバード地区にある「真のカーゼメイニー達」

と名づけられたホセイニーエ（儀礼堂）において、ムハンマダーウィー司令官を追悼

する会が開催された。表に掲げられた垂れ幕の下に並んでいるロゴから判断するに、

ゴドゥス軍（Niru-ye Qods）、イスラーム革命殉教者財団5、バドル軍6、そしてイスラーム

革命防衛隊の四者の共催であった7。中で弔問を受けていたのは、イラクから訪れ参

列した故人の 15 歳の長男と弟、さらに、一緒に負傷したのか、大型絆創膏や石膏の

ギブスを右目と右腕につけている親族、そして息子の隣に立つゴドゥス軍司令官のガ

ーセム・ソレイマーニー少将であった。遅れて参列し、故人の長男の脇に並び始めた

顔ぶれには、イラン・イラク戦争末期にバドル軍司令官を務めたモハンマドレザー・ナ

グディー革命防衛隊准将（現「被抑圧者バスィージ組織」長）、バドル組織と並び人民

動員隊の一翼を占めるイラクのシーア派民兵組織「アサーイブ・アフル・ル・ハック」幹

部のカイス・ハズアリーとムハンマド・タバータバーイーが見られた。一般参列者には、

着任後間もない駐イラン・イラク大使、近所のイラク人たち、さらにアフマディーネジャ

ード前大統領が含まれていた。しかし何より目立ったのは、現在のゴドゥス軍の原型で

あるイラン・イラク戦争中のラマザーン駐屯地（Qarargah-e Ramazan）司令官であったモ

ハンマドバーゲル・ゾルガドル准将、シャフル・レイに駐屯する革命防衛隊セイエドッ・

ショハダー師団長アリー・ナスィーリー准将、ホセイン・アシュタリー治安維持軍司令官

を含む複数の革命防衛隊古参幹部の参列であった8。 

戦死したこのムハンマダーウィー司令官は、1967 年にイランとの国境沿いのイラク

南部のマイサーン県に生まれ、1980年 9月にイラクがイラン側に攻め込みイラン・イラ

ク戦争が始まると、15歳で家族とイランに移住（亡命）し対イラク軍抗戦に従事し始め、

18 歳になった 1984 年にバドル軍（正確にはその前身組織）に入隊したとされる。バド

ル軍は、イラン・イラク戦争中は革命防衛隊の一部として、イラン側の戦力として参戦し

ていたが、ムハンマダーウィーは 1985 年にバドル軍のイラク人幹部の故アブー・ムハ

ンマド・タイイブからティグリス川東岸でイラン・イラク国境上に位置するハウィーザ湿

地帯の偵察部隊に抜擢されたという。同年 10 月にバドル軍が単独で遂行したアーシ
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ューラー第4作戦では、イラク側マイサーン県アマーラ近郊の湿地帯の偵察部隊の隊

長として活躍した。イラン・イラク戦争後も、レバノンにおいて戦車部隊の司令官として

実戦経験を積むなどして、2003 年のイラク戦争を迎えたという。バアス党政権崩壊直

後にバドル軍の一部としてイラクに戻り、その後駐留米軍が 2004年 8月にマハディー

軍との戦闘（においてナジャフの聖域を侵害し占領軍的振る舞いを強めたと見られ始

めた）後、2011 年 12 月に駐留米軍が撤退するまで数々の対「占領軍」ジハード活動

に直接司令官として携ったという（但しこの詳細は不明）。2012 年夏にシリア内戦がダ

マスカス郊外のザイナブ廟を脅かすに事態になると、在ナジャフ・シーア派最高位法

学者スィースターニーの呼びかけに答え、シリアで聖廟防衛に従事した。2014年 6月

に「イスラーム国」（当時は「イラクとシャームのイスラーム国」）がモースルを陥落させる

と直ちにイラクに戻り、二人のシーア派イマームの聖廟があるサーマッラーの防衛とテ

ィクリート解放作戦で現地司令官を務めた。20 年前の 1995 年頃結婚し、「殉教」時に

は数え年 49歳（すなわちバドル軍在籍 31年の古参司令官）であり、15歳の長男、13

歳の長女、5歳の次女、3歳の次男の 4子の父であった9。 

 

この戦死したバドル軍司令官のバグダードでの葬儀とテヘランでの追悼会の模様、

さらに本人の経歴から、次の疑問がわく。バドル軍の司令官がイラクで戦死しているの

に、なぜテヘランで初七日の追悼会がイラク側の親族も参加して開催されるほど、バ

ドル軍と革命防衛隊の関係が密接なのか。とりわけそれが、バドル軍がイラクに帰還し

て 12 年も経つ現在でもそうであるのはなぜか10。これらの問いは、そもそもなぜ革命

防衛隊はイラクにおいて対「イスラーム国」戦争の（側面）支援をしているのかという根

本的な問いに関わるともいえるが、本論ではイラン内外で出版・報道されているペル

シア語資料（イランの新聞・雑誌のイラク人関係者とのインタビューを含む）に中心的

に依拠し、これら三つの問いに答えることを試みる11。結論の一部を先取りして述べる

と、現在のイランの革命防衛隊によるイラク・シーア派諸民兵組織への支援は、1979

年のイラン革命後に降りかかってきた（「強いられた」）イラクとの戦争中に、革命防衛

隊（司令部）、その国境外の諜報・秘密工作司令部であったラマザーン駐屯地（そして

そのイラン・イラク戦争後の後継組織である今日のゴドゥス軍）、そしてイラク人ムジャ

ーヒディーン（ジハード従事者）を革命防衛隊が組織化したものとしてのバドル軍の三

者が、お互いを必要としながら関係を深めて行った経緯を踏まえずに説明できるもの

ではない。 

 

 

1．バドル軍と革命防衛隊の関係 

かつてのバドル軍の軍旗に、（現在のバドル組織のものとは異なる、イランの革命

防衛隊の意匠を左右反転し台に載せたものが付き）アラビア語で「バドル軍 1982-
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1403、独立、自由、イスラーム国家」（Faylaq Badr 1982-1403h - istiqlal, hurriyah, 

hukumat islamiyyah）と書き添えてあるものがある。これによると、バドル軍の成立年は

ヒジュラ暦 1403年（西暦 1982年 10月～1983年 10月）のように見えるが、実はバドル

軍の創設時期やその起源については異なる言説が流布している。異論の背景は、誰

がそもそも創設の発案者であるか、それが亡命イラク人なのか、イランの革命防衛隊

なのか、という立場の違いに由来する意見の相違を反映している。そのうち、イラン側

の資料としては最も信憑性が高いイランの革命防衛隊関係者の発言や殉教者・退役

軍人財団が出版している雑誌『シャーヘデ・ヤーラーン』の叙述やインタビューによる

と、この軍事組織がそもそもバドル軍（ペルシア語での通称は Sepah-e Badr、アラビア

語の Faylaq Badr に相当）と命名される基になったのは、イラン・イラク戦争中のイラン

側のバドル作戦（1985年3月10～17日）において、この亡命イラク人志願兵から構成

される旅団（ペルシア語では tip、アラビア語の liwa’に相当する）が初めて単一の司令

官の下に集結し、独立の単位として作戦行動に参加したことにあるという。したがって

命名はこの作戦後のことであるが、当時ついた新たな名称が「第 9旅団バドル」（Tip-e 

Noh-e Badr）であった。 

司令官は、イラン南西部フーゼスターン州ベフバハーン生まれ、同州アーガージェ

リー育ちの革命防衛隊員エスマーイール・ダガーエギーであった。ダガーエギーは、

後のバドル軍司令官となる亡命イラク人のアブー・マフディー・ムハンディスやハーデ

ィー・アーミリーと同じ 1954 年生まれで、アフヴァーズの国営石油会社付属高校在学

中に、同じ歳で後に（イラン・イラク戦争勃発後に）革命防衛隊総司令官になる同社付

属工業高校在学中のモフセン・レザーイーと知り合い、共に革命運動に参加したとさ

れる。1974 年にレザーイーと共に逮捕投獄されている。1979 年 2 月の革命時にはダ

ガーエギーはテヘラン大学教育学部に在学中であったが、学業を断念し同年夏に故

郷のフーゼスターン州に戻り、故郷での革命防衛隊の立ち上げに関わっていた。イラ

クがそのフーゼスターン州に攻め込みイラン・イラク戦争が始まると、アフヴァーズ第

92 機甲師団の「戦争司令部」に革命防衛隊の代表として参加するものの、1982 年春

から1983年にかけて前線から離れた場所で防衛隊の任務についていた。しかし1983

年に、ホメイニー師の布告を切っ掛けに前線に戻ることを決め、1984年 2月下旬のヘ

イバル作戦に前線の司令官の一人として参加した。彼が、レザーイー革命防衛隊総

司令官の意向を受け、亡命イラク人志願兵（イラン側の資料の呼称によるとイラク人ム

ジャーヒディーン）からなる旅団の司令官になったのは、その直後のことであり、1984

年の春先であったという。最初の実戦配備となった 1985年 3月のバドル作戦で、この

旅団はハウィーザ湿地帯のトゥラーバ地区を解放したされる。ダガーエギーはその後、

1987年 1月にバスラ解放を目指したカルバラー第 5作戦遂行中に前線で戦死するま

での 1 年 10 カ月の間に、6 つの作戦で前線指揮を執り、亡命および「解放された」イ

ラク人からなるこの組織を旅団から師団（「第 9師団バドル」）へと育て上げたという12。 
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さてアメリカによる対イラク戦争の直前の 2002 年に現在のハーディー・アーミリーと

交代するまでイラク・イスラーム革命最高評議会中央委員およびバドル軍の司令官を

務めていたアブー・マフディー・ムハンディスなど、1984 年当時のダガーエギー司令

官の側近などの証言によると、第 9 旅団バドル結成の背景には次のような展開があっ

た。まず 1970 年代を通じ、構成員の数や組織化の程度の点においてイラク国内で最

も成功していたイスラーム復興主義運動はダアワ党であったが、同党はとりわけ大学

生の間で幅広い構成員を獲得していたという。1979 年 2 月にイランでイスラーム革命

が成就すると、ダアワ党員を初めイラクのシーア派国民はイランにおけるイスラーム革

命への支持を表明したという。1979 年春以降、イラク国内でもイスラーム革命運動が

拡大する気配を見せると、イラクのバアス党国家内で強硬派のサッダーム・フセイン

（当時副大統領）が権力を掌握し、ダアワ党およびシーア派イスラーム革命運動の大

弾圧に乗り出した。その結果、構成員全体の 9 割とも言われるほど大多数のダアワ党

員および、イラク国内におけるイスラーム革命運動の指導者アーヤトゥッラー・ムハン

マド・バーキル・サドルが逮捕・処刑された。それを受けて、地下に潜った残りのダアワ

党員はシリア、クウェイト、イランなどに逃亡し、またバアス党国家の弾圧の対象となっ

たイラク南部湿地帯のシーア派部族民もイランへ移住（避難）してきた。1980年 9月に

イラク軍がイランへ攻め込むと、これらの移動は 1981年にピークを迎え、イラン国内の

イラク人避難民・亡命者は全体として 2万人規模になった。彼らの落ち着き先は、テヘ

ラン、コムを除くと、イラク国境沿いで戦場ともなった南部のフーゼスターン州、西部の

イーラーム州とケルマンシャー州に集中していたという。 

イランの革命体制は当初、これらのイラク人に含まれているシーア派およびクルド

系の政治活動家と、イラク国内の情報収集の目的でコンタクトを取っていた。シーア派

アラブ避難民を多数受け入れた南部のフーゼスターン州では、アフヴァーズ西部に

あった革命防衛隊のファジュル駐屯地でその情報収集を行っていた。イラクにおける

イスラーム革命運動の弾圧後、イランへ逃れてきていたシーア派のムジャーヒディー

ン達は、当初、ダアワ党、アマル（イスラーム行動組織）、ムハンマド・バーキル・ハキ

ームがイランで新たに組織した「ムジャーへディーン運動」（Harakat al-Mujahidin）など

に分断されていたため13、それぞれの運動体の構成員の若者が対「バアス党体制」戦

争へ志願兵として参戦する際にも、各地のイランの革命防衛隊の部隊に三々五々参

加するに留まっていた。その後、戦況が展開し、イラン側がイラク軍に占領されていた

ホッラムシャフルを解放した 1982年 5月以降、イラク領土への進攻を念頭にこれらの

イラク人志願兵を組織化する呼びかけがホメイニー師よりなされた。その実現のため

の最初の試みとして 1983年3月から 4月にかけて、フーゼスターン州アフヴァーズで

亡命イラク人志願兵の軍事訓練が行われた。この訓練がムハンマド・バーキル・サド

ル殉教の命日に合わせて行われ、軍事訓練が行われた場所がシャヒード・サドル駐

屯地（革命防衛隊側の名称はシャヒード・ガイユール・アスリー駐屯地）と名付けられた
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ことからも分かるとおり、この訓練を組織したのはダアワ党の軍事部門（おそらくアブ

ー・ザイナブ・ハーリスィー）であった。イラク人の元幹部がバドル軍の創設にはダアワ

党軍事部門が関わっていたという場合には、この軍事訓練のことを指していると思わ

れる（ハーリスィーはその後イランの革命体制と犬猿の仲になったのか、ムハンディス

が言及するのみで、革命防衛隊関係の文献には全く登場しない）14。 

本論の文脈で興味深いのは、この軍事訓練がアフヴァーズ西部にあった革命防衛

隊ファジュル駐屯地の指導の下で組織されたことである。このことは、フーゼスターン

州の革命防衛隊の諜報部門の一部であったファジュル駐屯地が、1983年を境に亡命

イラク人ムジャーヒディーンの軍事訓練と組織化に乗り出したことを意味していた。後

述するとおり、ファジュル駐屯地は、現在のゴドゥス軍の原型となる国境外の諜報活動

と秘密工作を担当するラマザーン駐屯地が 1985 年 3 月にイラク北部のクルド地域に

近い西部州のケルマンシャーに設立された際に、その傘下の四つの駐屯地の一つに

位置付けられることになる15。 

さて、1983年春にこの訓練を経て組織された亡命イラク人部隊は、「シャヒード・サド

ル部隊」（Gordun-e Shahid Sadr）と命名された。その後、同年中にさらに二つの亡命イ

ラク人志願兵の部隊（「シャヒード・ベヘシュティー部隊」「イマーム・ムーサー・カーゼ

ム部隊」）が生まれ、この駐屯地で訓練を受けた部隊は三つとなった。その後、1984年

春にダガーエギーがこの駐屯地の司令官に任命され、それぞれ反目し合っていたこ

れら三つの部隊を、その指導の下でイスラームとホメイニー師への忠誠という共通要

素を通じて一体化を図ったという。翌年のバドル作戦に参加した際には、このダガー

エギーが率いる新たなイラク人ムジャーヒディーンから成る旅団は、1982 年にホッラム

シャフル解放を実現した革命防衛隊の第 27 師団モハンマド・ラスーロッラーに属する

「イマーム・サーデク部隊」という名で戦った。バドル作戦後、ダガーエギー司令官は

さらに、イラク南部湿地帯の部族民から構成されていた「アンサール・ル・フサイン部

隊」をも統合させ、旅団名を上述のとおり第 9旅団バドルと改名した。 

当時この旅団のイラク人幹部であったムハンディスなどによると、ダガーエギーはこ

の旅団をイラクにおけるイスラーム革命の前衛部隊であると位置づけ、副官を全てム

ハンディスなどイラク人ムジャーヒディーンから任命し、イラクのバアス党体制が転覆さ

れた暁にはイラクの新国家の「イスラーム革命防衛隊」となる旅団であるとして、その目

的のため誠心誠意、軍隊としての組織化を進め、その姿勢からイラク人ムジャーヒディ

ーン達の絶大なる信頼を獲得していたという。ムハンディスは後年インタビューで、バ

ドル軍はイランにおいて組織化されたためイラン人の革命防衛隊員が司令官を務め

ていたと説明する一方で、彼自身のように大学卒の元ダアワ党員から、湿地帯の漁民

であった部族出身者や、さらにシーア派ですらないクルド系イラク人など雑多な文化

的・社会階層的な亡命イラク人の寄せ集めの部隊を、ゼロから訓練・指導し、専門職
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的な軍事組織に育て上げたダガーエギーらイランの革命防衛隊司令官の貢献につ

いては正当に評価している16。 

これらの経緯から分かることは、少なくともイラン・イラク戦争当時は、第 9旅団（師団）

バドルは、作戦指令系統的には完全にイランの革命防衛隊のユニットであったという

ことである。これに関し、革命防衛隊は、イラン・イラク戦争は領域主権国家間の領土

等をめぐる「地理的な」戦争ではなく、イスラーム革命体制と反イスラーム革命のバア

ス党体制との間のイデオロギー的戦争であったため、亡命イラク人ムジャーヒディーン

がイランの革命防衛隊の一部としてバアス党体制の軍隊と戦うのは全く問題なかった

としている。裏返すと、この時点では、第9旅団（師団）バドルと、バドル軍が新イラク国

家の「革命防衛隊」との想定だったとすれば、いわば「待機中の政府」であった、ムハ

ンマド・バーキル・ハキームが率いる「イラク・イスラーム革命最高評議会」の関係は、

政治的・象徴的なものに留まっていたといえる。その一方で、革命防衛隊のそれぞれ

の旅団がイラン国内の同じ州の出身者から構成されていたのとは異なり、第9旅団（師

団）バドルは全て亡命（および1986年以降はイラク軍逃亡兵ほか「解放された」）イラク

人から構成されているという特異性を持ち、また作戦内容もイラク国内に潜入して行う

偵察やバアス党体制の転覆につながる工作など、当初より明らかな違いが存在して

いた。この後者の役割において、第 9旅団（師団）バドルと密接な関係を持たされたの

が、上述のとおり現在のゴドゥス軍の原型であるラマザーン駐屯地であった。その創

設に関わった一人が、ダガーエギーと同様、革命後にフーゼスターン州の革命防衛

隊の創設者の一人で、1983年に亡命イラク人ムジャーヒディーンの軍事訓練を始めた

ときには、アフヴァーズのファジュル駐屯地で諜報担当を務めていたハミード・タガヴ

ィーであった。この関係もあり、ラマザーン駐屯地創設後、アフヴァーズに駐屯してい

た第 9旅団バドルの一部が、イラク北部における秘密工作作戦に従事するため、同駐

屯地に配属替えになったといわれる17。 

当時ラマザーン駐屯地の諜報部門の幹部であったモハンマドアリー・ラフマーニー

准将によると、当初は国境外の情勢に関する革命防衛隊の諜報部門の一部として存

在していたラマザーン駐屯地が、イラクとの南北に走る国境線全ての反対側において

秘密工作を行う任務を負うことになったのは、1985年に（イラン・イラク戦争停戦後に革

命防衛隊統合本部長と総司令官代理をそれぞれ8年ずつ務めることになる）モハンマ

ドバーゲル・ゾルガドル准将が同駐屯地の司令官に任命されてからだという。そこで

の役割分担は、ラマザーン駐屯地が秘密工作の立案準備を、それを第 9旅団（師団）

バドルがイラク国内で実施するというものであったことからも分かるとおり、このラマザ

ーン駐屯地のミッション（ひいては現在のゴドゥス軍のミッション）は、論理的にも、イラ

ク人ムジャーヒディーンから構成された第 9 旅団（師団）バドルの存在の前提にしたも

のであった18。イラン・イラク戦争中に、新設されたばかりのレバノンのヒズブッラーが、

革命防衛隊による第 9 旅団（師団）バドルの組織化を視察するために訪れたと、当時
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のイラン人司令官が後に誇らしげに語っているとおり、革命防衛隊の視点からすると、

第 9旅団（師団）バドルの存在は、単なる「聖なる防衛」の道具ではなく、各国のムジャ

ーヒディーンを組織することによる「イスラーム革命の輸出」の模範例と考えられていた

ともいえる19。 

 

 

2．湾岸戦争後の自立、イラク戦争後を経て、対「イスラーム国」防衛で再び？ 

1987 年 1 月にダガーエギー司令官が戦死すると、テヘラン出身で、西アーゼルバ

ーイジャーン州にあるハムゼ・セイエドッ・ショハダー駐屯地の設立に携り、西部戦線

で諜報活動に関わっていた、モハンマドレザー・ナグディーが第 9 師団バドルの司令

官に任命された。ナグディーはラマザーン駐屯地のゾルガドル司令官と連携し、イラ

ン・イラク戦争末期のイラク領内における第 9 師団バドルの秘密工作活動（例えば

1987 年 10 月のキルクーク近郊でのザファル第 2 作戦など）を指揮した。ナグディー

は、イラン・イラク戦争停戦後さらに 1 年間この任務を務め、1989 年にモルテザー・ゴ

ルバーニー准将（1986年2月のヴァルファジュル第8作戦における第25特別師団カ

ルバラーの指揮官）に司令官の地位を引き継いだとされる20。その後バドル軍は、まだ

イラン国内に留まっていたものの、1991 年 1 月の対イラク湾岸戦争勃発時までに、革

命防衛隊の一旅団ではなく、ムハンマド・バーキル・ハキームが率いるイラク・イスラー

ム革命最高評議会の軍事部門（al-jinah al-‘askari）として、イラク人ムジャーヒディーン

自らが指揮権を持つ武装組織へと転換していた。バドル軍は、1991 年の湾岸戦争後

のイラク国内の一斉蜂起（インティファーダ）の際には、勢力の半分をイラン国内に温

存させ、残りの部隊がイラク国内でインティファーダ側の組織・支援を行ったという21。

この蜂起は、多国籍軍が黙殺する中、イラク軍の暴力的な鎮圧により失敗に終わるが、

このことが軍事組織としてのバドル軍のその後の戦略的思考に与えた影響は看過で

きない。 

さて紙面の関係で経緯を大幅に省略するが、2003年 3月から 4月にかけてのアメ

リカの対イラク戦争によりバアス党体制が崩壊すると、その直後（4月9日および10日）

にバドル軍はイラクへ「帰還」を果たした。その際に、上述のタガヴィーら革命防衛隊

ゴドゥス軍の司令官がバドル軍と共にイラン・イラク国境を越えてイラク領内へ入ったと

される22。ゴドゥス軍は 1991 年に、西部国境外を担当していたラマザーン駐屯地、当

初レバノンとアフガニスタンにおける同様の活動を任務としていたビラール駐屯地

（Qarargah-e Bilal）、さらにマシュハドに設置され東部国境外の活動を担当していたア

ンサール駐屯地の三つが統合されて、できたものだという。初代のゴドゥス軍司令官

には、イラン・イラク戦争中にレザーイー革命防衛隊総司令官の腹心の諜報担当を務

め、後にアフマディーネジャード政権期で国防次官、国防大臣を務めるアフマド・ヴァ

ヒーディー准将が任命された。その後、1981 年より総司令官であったレザーイーに代
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わり、1997 年秋にヤフヤー・ラヒームサファヴィーが革命防衛隊総司令官に任命され

た後、現在のガーセム・ソレイマーニーが第 2番目のゴドゥス軍司令官に任命された。

ソレイマーニーは、イラン・イラク戦争中は第 41師団サーロッラーの司令官を務め、停

戦後は故郷のケルマーン州に戻り、同州の革命防衛隊司令官として、アフガニスタ

ン・パキスタン国境沿いのスィースターン・バルーチスターン州からケルマーン州へ入

ってくる麻薬取り締まりの任を務めていた。すなわち、ソレイマーニーはゴドゥス軍司

令官に任命されるまで、イラン国境外の諜報活動にも秘密工作活動にも全く関与して

いなかった。しかし、彼の任期中に 2001年 10月から 11月のアフガニスタン空爆でタ

ーリバーン政権が崩壊、2003年にイラク戦争でバアス党体制が崩壊し、さらに2006年

にはヒズブッラーとイスラエル間のレバノン戦争が勃発するなど、ゴドゥス軍が深く関

与する展開をつくる地域情勢が続発した。その結果、まめに自ら顔を出す徹底した現

場主義を貫くその才覚と貢献が認められ、極めて異例ながら、2011 年 1 月に革命防

衛隊総司令官と同じランクの少将（Sarlashkar-e Pasdar）に昇格している。 

さて 2003 年の米軍の侵攻によるイラクのバアス党体制崩壊後のイラク国内情勢、と

りわけ 2014年 6月のモースル陥落後の情勢は、革命防衛隊とバドル軍の関係を振り

返った本論の文脈から見ると、様々な意味で大変興味深い。まず、イラク国軍と並ん

で組織された人民動員隊が今日置かれている状況は、組織されたばかりで革命直後

に西部州でクルド人の武装蜂起を鎮圧したことを除き実戦経験を持っていなかったイ

ランの革命防衛隊が、イランの正規軍と並んで 1980年 9月にイラクによる侵攻で国土

防衛・失地奪回を図らねばならなかった状況によく似ている。たとえば、現ゴドゥス軍

司令官のソレイマーニーは、1956 年（あるいは１95７年）生まれであるが、家庭の困窮

で小学校しか出ておらず 1979 年の革命時までは建築現場やケルマーン州の水道局

の下請けの仕事などをしていたとされるが、革命後にケルマーン州で革命防衛隊に

志願し、約 1 カ月半の軍事訓練を受け西アーゼルバーイジャーン州のクルド反乱運

動鎮圧に送られたという23。この状況は、モースル陥落後にシーア派志願兵が短期の

軍事訓練を受け、対「イスラーム国」人民動員隊として前線へ送られる状況に極めて

似ている。またバドル組織が内務省を管轄し、イラク国軍とシーア派民兵組織が平行

して対「イスラーム国」戦争を遂行している状況も、イラン・イラク戦争初期に、イスラー

ム革命委員会が国内の治安維持に当たり、正規軍と革命防衛隊がお互いに対立しな

がら、対イラク戦争に従事せざるを得なかった状況と同じ構造的問題を抱えている。

マーリキー前首相は 2015年 8月のイラン訪問時に、人民動員隊をイランの「バスィー

ジ抵抗軍」に倣って創設したと語っているが、警察予備隊に近い役割を主に果たすバ

スィージよりも、イラン・イラク戦争勃発時の革命防衛隊の方が、内実はより近いといえ

る24。 

このような状況の下で、イラン・イラク戦争勃発時を知る古参の革命防衛隊幹部が、

モースル陥落後のイラク情勢を見て、再び血が騒ぐ思いに駆られているのは想像に
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難くない。例えば上述のゴルバーニー准将は、2014 年 9 月のインタビューで、「自分

はバドル軍司令官であった。イラク国内のことはよく知っている。ハーメネイー最高指

導者が命じるならば、500名の志願兵と共に「イスラーム国」を 2カ月でイラクから駆逐

してみせる」と豪語している25。その意味では、1983 年にアフヴァーズのファジュル駐

屯地の司令官の一人として、亡命イラク人ムジャーヒディーンの訓練に関わり、1985年

からケルマンシャーのラマザーン駐屯地所属の作戦司令官の一人として第 9 師団バ

ドルのイラク国内工作活動に関与し、バアス党体制崩壊後は 2003年 4月 9日にはバ

ドル軍の帰還に同行してイラクに入り、革命防衛隊ゴドゥス軍の中で随一のイラク通と

して米軍駐留期のイラクにおいてもシーア派民兵組織の組織に当たっていたタガヴィ

ー准将が、2014年 6月のモースル陥落以降にサーマッラー防衛作戦に軍事顧問とし

て関わっていたことは、驚きではない。55歳のタガヴィーが、2014年12月27日に「イ

スラーム国」の狙撃兵の手によりサーマッラーで戦死すると、シリア内戦、「イスラーム」

国関係で「殉教」した中では最も「名高い」革命防衛隊関係者であったこともあり、テヘ

ランの革命防衛隊司令本部での納棺・葬儀と、翌日故郷のアフヴァーズで行われた

葬儀・埋葬には、ソレイマーニー・ゴドゥス軍司令官はもとより、数々の革命防衛隊の

古参幹部司令官が参集した。またテヘランでの初七日の追悼会には、ヴァヒーディー

前ゴドゥス軍司令官ら革命防衛隊幹部に加え、イラクからバドル軍司令官ハーディー・

アーミリーとイスラーム最高評議会議長アンマール・ハキームも参列した26。 

振り返って考えると、イランの革命防衛隊自身がイラン・イラク戦争の産物であり、そ

れに前線司令官として関わった古参幹部が、50 歳代後半から 60 歳代となりながらも

いまだに革命防衛隊の幹部である時期に、さらにムハンディスやアーミリーなどバドル

軍の前身の第 9 旅団バドルの組織時からの幹部が現在イラクでシーア派民兵組織の

幹部として幅を利かせている時に、シリアにおける内戦や「イスラーム国」の猛進の結

果、シリアのザイナブ廟やイラクのサーマッラーなどのシーア派聖廟都市、さらに、首

都バグダード防衛の急務があらわれた。そう考えると、現在のところまでのイランの革

命防衛隊の関与が、武器弾薬供与と少数のゴドゥス軍司令官らによる「軍事顧問」とし

ての参画・援助に限定されていることは、冷静かつ最低限度の関与に留めている事実

を示している。その意味では、全体としては、あの「聖なる防衛」をもう一度というような、

センチメンタルな理由の支援ではないことは明らかである。しかしながら、2014年のモ

ースル陥落後のイラクにおける情勢は、バドル軍とイランの革命防衛隊の間のかつて

の密接な関係を再興させるものであっただけでなく、イラク国内におけるシーア派民

兵組織の将来を考える際に、イランの革命防衛隊ゴドゥス軍とその前身組織の果たし

てきた役割を考慮に入れる必要があることを思い出させるものであったといえる。 
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